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―豚の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有状況調査―
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は じ め に

日本脳炎は極東から東南アジア･南アジア、オー

ストラリアにかけて広く分布しており、年間およそ

68,000人の患者が報告されている1)。感染者の大多

数は無症状に終わるが、発症すると定型的な脳炎を

呈し、1～2日で40°C以上の高熱となり、頭痛、嘔吐、
頚部硬直などの髄膜刺激症状が現れ、次いで意識

障害、筋硬直、けいれん等の脳炎症状が出現する。

致命率は約20%であり、回復してもその半数に精神
障害、運動障害等の後遺症が残る。日本では、ワク

チンの普及や媒介蚊の制御などにより1966年の
2,017人をピークに患者数は減少しているが、毎年
数例発生しており、2016年には本県においても4例
の患者発生が報告されている。

日本脳炎はFlavivirus属に属する日本脳炎ウイル
ス (以下、JEV) に感染して起こる。JEVはコガタア
カイエカが媒介するアルボウイルス (節足動物媒介

性ウイルス) であり、「蚊→豚 (時にトリ) →蚊」のサ

イクルで生態環を形成している。ヒトはJEVに感染し
た豚から蚊を介して感染するが、JEV感染の終末宿
主であり、ヒトーヒト感染はない。そこで、厚生労働省

では毎年夏に、豚の日本脳炎ウイルス抗体獲得状

況から、間接的に日本脳炎ウイルスの蔓延状況を調

べている。

本県では、厚生労働省の定めた感染症流行予測

調査実施要領に基づいて、豚を対象とした感染源

調査を実施するとともに、日本脳炎の発生予防とま

ん延防止を図ることを目的とした長崎県の｢感染症

流行予測調査事業 (日本脳炎感染源調査) におけ

る注意喚起等実施要領｣に基づき、豚血清からの

JEV遺伝子の検出ならびに豚血清中の抗JEV-IgM
抗体の測定を行っている。本年度の調査概要につ

いて報告する。

調 査 方 法

１ 感染源調査

(1) 調査時期及び回数
6月上旬～9月下旬に計8回実施した。
(2) 調査対象及び検体
調査対象は、諫早市内で飼育され佐世保市と畜

場に出荷された生後約6ヶ月の肥育豚80頭とし、調
査対象の放血血液より得られた血清を検体とした。

(3) 調査事項
感染症流行予測事業検査術式に従い、JEV赤血

球凝集抑制 (HI) 抗体の測定及び 2-ME (2-
Mercaptoethanol) 感受性抗体の測定を行った。
２ JEV遺伝子検索

2020年度調査において、遺伝子検索は実施しな
かった。。

３ JEVの分離
感染源調査で使用した豚血清について、

Vero9013細胞に接種してJEVの分離を試みた。24ウ
ェルマルチプレートに単層を形成させたVero9013細
胞に維持培養液 (2%非働化胎児血清加Eagle 
MEM) 900 μLを加え、被検豚血清100 μLを2ウェル
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表1 2020年度豚HI抗体陽性率および2-ME感受性抗体陽性率調査結果

図1 豚の抗JEV-IgM抗体及び2-ME感受性抗体陽性個体数の推移

ずつ接種、炭酸ガス培養器内で7日間培養して細胞
変性効果 (CPE) の有無を判定した。CPEが観察さ
れたウェルについては上記遺伝子検索法によりJEV
分離を確認することとした。

４ 抗JEV-IgM抗体測定
感染源調査で使用した豚血清を用いて、初感染

の指標とされる抗JEV-IgM capture ELISAにより血清
中の抗JEV-IgM抗体を測定した。ELISAの条件およ
び抗JEV-IgM抗体陽性の判定基準等は既報に準じ
た2)。

調 査 結 果 及 び 考 察

１ 感染源調査

2020年度豚HI抗体陽性率及び2-ME感受性抗体

陽性率調査結果を表1に示す。
2020年度は、第2回目調査 （6月22日） でHI抗
体陽性の豚が確認された。その後の調査でHI抗体
陽性率は増加することなく、第5回目調査 （8月3日）
および第6回目調査 （8月24日） において1頭ずつ
HI抗体陽性豚が確認されるだけであった。最近の感
染の指標となる2-ME感受性抗体については、全調
査回をとおして陽性豚は確認されなかった。

保毒蚊が生後4～6ヶ月の免疫のない豚を吸血す
ることで豚はJEVに感染し、2～3日の潜伏期を経て
約3日間持続するウイルス血症を起こす。このウイル
ス血症時に吸血した蚊がウイルスに感染し、10～13
日の潜伏期を経てウイルスを媒介する3)。このことか

ら2020年度本県ではJEVを保有した蚊が6月には活

採血

月日

採血

頭数

HI 抗体価 （倍） HI抗体
陽性率

（%）

2-ME抗体
陽性率

（%）
＜10 10 20 40 80 160 320 ≧640

6/8 10 10 0 0
6/22 10 9 1 10 0
7/6 10 10 0 0

7/20 10 10 0 0
8/3 10 9 1 10 0

8/24 10 9 1 10 0
9/10 10 10 0 0
9/28 10 10 0 0

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

第1回

6/8

第2回

6/22

第3回

7/6

第4回

7/20

第5回

8/3

第6回

8/24

第7回

9/10

第8回

9/28

陽
性
個
体
数
（
頭
）

調査回

抗JEV-IgM抗体陽性個体数2-ME感受性抗体陽性個体数

※抗JEV-IgM抗体測定は陽性個体が確認された第2回目調査回まで実施

※



長崎県環境保健研究センター所報 66，(2020) 資料

- 126 -

動を既に開始していたと推察される。

2019年度と同じく今年度も7月以降におけるHI抗
体陽性率の低さが目立った。夏季のJEV活動状況
は種々の気候要因によって影響される4)が、気象庁

のデータによると2020年諫早地区7月における日降
水量1 mm以上の日数、月降水量はそれぞれ21日と
1157 mmであり2019年7月の16日と517 mm、2018年
7月の8日と421 mmに比べ多かった。また、9月の月
降水量も448.5mmと多く、7月、9月の月降水量は過
去10年で最多であった。
雨の影響により媒介蚊の活動が減少することがHI
抗体陽性率の低さの要因の一つである可能性も考

えられた。

例年調査開始時期が7月初旬であったが、2019
年度調査より調査開始時期を6月上旬に早めて実施
している。これにより、豚の日本脳炎ウイルス抗体獲

得時期がわかり、日本脳炎ウイルスの蔓延状況をよ

り正確に把握できるようになった。

２ JEV遺伝子検索
今年度調査では遺伝子検索は実施しておらず、

陽性豚の確認はしていない。

３ JEVの分離
全調査対象豚からJEVは分離されなかった。
４ 抗JEV-IgM抗体測定
豚の抗JEV-IgM抗体および2-ME感受性抗体陽

性数の推移を図1に示す。第2回目調査 （6月22日）
で3頭が抗JEV-IgM抗体陽性であった。今年度は陽
性豚が確認された第2回目調査以降は抗JEV-IgM
抗体測定は実施していない。第2回目調査 （6月22
日） で抗JEV-IgM抗体陽性豚が確認されたため、
注意喚起等実施要領に基づき医療政策課へ報告し

た。

同じ第2回目調査で2-ME感受性抗体陽性豚が確
認されていないことから、いち早くその地域における

JEVに感染した蚊の活動を把握するうえでは、IgM 
capture ELISAによるIgM抗体検出がより有用である
と考えられる。

ま と め

１ 2020年度は第2回目調査 （6月22日） の1頭から
HI抗体が最初に確認され、2-ME感受性抗体は全
調査回を通して確認されなかった。抗JEV-IgM抗体
陽性豚は第2回目調査 （6月22日） に3頭最初に確
認された。

２ 全調査対象豚血清からJEVは分離されなかった。

謝 辞 と 付 記

感染症 (日本脳炎) 流行予測調査事業にご協力い
ただいた長崎県央農業協同組合、佐世保食肉セン

ター株式会社及び佐世保市食肉衛生検査所の関

係各位に感謝する。

参 考 文 献

1) World Health Organization : Japanese 
encephalitis (2019),https://www.who.int/news-
room/fact-sheets/detail/japanese-encephalitis

(2021.5.5アクセス)
2) 山下 綾香，他：長崎県環境保健研究センター

所報63号，103-107(2017)
3) 小早川 隆敏：改定・感染症マニュアル,株式会
社マクガイヤ, 239～ 240(1999)

4) 倉根 一郎：平成26年度_環境研究総合推進費
終了成果報告書(S-8-1(8))


